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現
在
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
二
八
か
国
。
そ

の
な
か
で
ユ
ー
ロ
圏
に
参
加
す
る
の
は
一
九

か
国
に
達
す
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
規
模

を
み
る
と
、
人
口
四
九
万
人
の
マ
ル
タ
か

ら
八
三
〇
二
万
人
の
ド
イ
ツ
（
い
ず
れ
も

二
〇
一
九
年
）
ま
で
、
面
積
で
み
て
も
三
一
五

㎢
の
マ
ル
タ
か
ら
六
三
万
㎢
の
フ
ラ
ン
ス
ま

で
、
実
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
だ
。
経
済
力
で
み

て
も
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
今
日
の
国

民
国
家
の
樹
立
に
至
る
ま
で
に
は
各
加
盟
国

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
り
、

独
自
の
言
語
や
文
化
を
有
し
て
い
る
。
加
盟

国
が
相
互
に
戦
火
を
ま
じ
え
た
時
代
も
冷
戦

の
時
代
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
各
国
の

な
か
の
ユ
ー
ロ
圏
へ
の
参
加
国
を
い
か
に
束

ね
て
金
融
政
策
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

ユ
ー
ロ
圏
の
中
央
銀
行
の
組
織
の
設
計
や
意

思
決
定
の
枠
組
み
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
る
。

１　

ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
と
は

「
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
：European 

Central Bank

）」
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
、

中
央
銀
行
業
務
や
金
融
政
策
運
営
が
、
こ

の
名
称
の
単
一
の
組
織
に
よ
っ
て
、
中
央
集

権
的
に
担
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
通

貨
と
し
て
の
ユ
ー
ロ
を
導
入
し
て
い
る
ユ
ー

ロ
圏
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ー
ロ
を
導
入

し
て
い
な
い
非
ユ
ー
ロ
圏
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を

も
含
め
た
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
お
け
る
中
央
銀
行

組
織
は
、「
欧
州
中
央
銀
行
制
度
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｂ : European System
 of Central Banks

）」

と
呼
称
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
お
よ
び
加
盟
各
国

の
中
央
銀
行
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

（
図
表
１
）。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
、
ユ
ー
ロ

圏
の
各
国
の
中
央
銀
行
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
み
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム

（Eurosystem

）」
が
置
か
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ

Ｂ
は
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
金
融
政
策
運
営
を
司

る
一
方
、イ
ギ
リ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ

た
非
ユ
ー
ロ
圏
各
国
に
お
い
て
は
、
ポ
ン
ド

や
ク
ロ
ー
ナ
と
い
っ
た
自
国
通
貨
を
引
き
続

き
使
用
し
つ
つ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
リ

ク
ス
バ
ン
ク
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
と
い
っ
た
各

国
の
中
央
銀
行
が
独
自
の
金
融
政
策
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
お
い
て
、
金
融
政
策
運
営
等
に

か
か
る
最
高
の
意
思
決
定
機
関
は
政
策
委
員

会
で
あ
り
、
総
裁
、
副
総
裁
を
含
む
役
員
六

名
と
ユ
ー
ロ
圏
の
各
国
中
央
銀
行
総
裁
（
現

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

多
様
化
す
る
家
族
と
法
◯

い
ち
か
ら
わ
か
る
中
央
銀
行
と
金
融
政
策
◯

河
村
小
百
合

12

い
ち
か
ら
わ
か
る
中
央
銀
行
と
金
融
政
策
◯

河
村
小
百
合

17

欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
の
金
融
政
策
②

　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
組
織
と
意
思
決
定
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在
は
一
九
名
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は

別
に
開
催
さ
れ
る
役
員
会
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
金

融
調（

注
１
）節の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
か
か

る
決
定
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、ユ
ー

ロ
圏
の
中
央
銀
行
と
非
ユ
ー
ロ
圏
の
中
央
銀

行
に
ま
た
が
る
機
関
と
し
て
一
般
委
員
会

が
置
か
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
総
裁
、
副
総
裁
の
ほ

か
、
Ｅ
Ｕ
全
加
盟
国
の
中
央
銀
行
総
裁
が
そ

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
委
員
会

は
、
非
ユ
ー
ロ
圏
の
加
盟
国
が
ユ
ー
ロ
圏
へ

の
参
加
を
め
ざ
す
過
程
で
必
要
な
準
備
に
か

か
る
助
言
を
行
う
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
て

い
る
。

（
注
１
）
金
融
機
関
を
相
手
に
、
資
金
の
貸
し
付

け
や
国
債
な
ど
の
売
買
を
行
っ
て
、
金
融
市

場
に
資
金
を
供
給
し
た
り
吸
収
し
た
り
す

る
こ
と

２　

米
Ｆ
ｅ
ｄ
と
は
対
照
的
な
分
権
的

　
　
　

構
造

中
央
銀
行
の
役
割
と
は
金
融
政
策
運
営
を

行
う
こ
と
の
み
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
以

外
に
も
銀
行
券
の
発
行
（「
発
券
銀
行
」）
や
、

外
国
為
替
操
作
（
外
国
為
替
市
場
介
入
）
の
実

施
、「
政
府
の
銀
行
」
と
し
て
の
役
割
で
あ

る
国
庫
金
の

受
け
払
い
等

の
計
理
、
銀
行

監
督
、
国
内

の
民
間
銀
行

を
束
ね
る
立

場
と
し
て
の

決
済
シ
ス
テ

ム
の
運
営（「
銀

行
の
銀
行
」）
と

い
っ
た
様
々
な

機
能
を
担
っ

て
い
る
（
図
表

２
）。ユ

ー
ロ
シ
ス

テ
ム
が
こ
う
し
た
様
々
な
中
央
銀
行
の
機
能

を
担
う
う
え
で
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
れ
が

「
分
散
型
」
な
い
し
は
「
分
権
型
」
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
連
邦
制
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ

図表１　欧州中央銀行制度（ＥＳＣＢ）とユーロシステム

（資料）Hanspeter K. Scheller [2006]. The European Central Bank 
History, Role and Functions Edition 2006, European Central Bank, 
2006を基に、日本総合研究所が一部加筆（アップデート）し作成

欧
州
中
央
銀
行
制
度（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）

ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム

欧州中央銀行（European Central Bank）
政策委員会

（Governing Council）

ベルギー国立銀行
ドイツ連邦銀行
エストニア銀行

アイルランド中央銀行
ギリシャ銀行
スペイン銀行
フランス銀行
イタリア銀行

キプロス中央銀行
ラトビア銀行

ブルガリア国立銀行
チェコ人民銀行

デンマーク国立銀行
クロアチア国立銀行
ハンガリー国立銀行

ポーランド国立銀行
ルーマニア国立銀行

スウェーデン・リクスバンク
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リトアニア銀行
ルクセンブルク銀行
マルタ中央銀行
オランダ銀行

オーストリア国立銀行
ポルトガル銀行
スロベニア銀行
スロバキア国立銀行
フィンランド銀行

役員会
（Executive Board）

一
般
委
員
会（G

eneral Council

）
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カ
合
衆
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る
連
邦
準
備
制

度
に
お
い
て
は
、
地
区
連
銀
が
複
数
存
在
す

る
な
か
で
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
役
割

を
も
っ
ぱ
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
に
担
わ
せ

る
な
ど
、
集
中
型
、
な
い
し
は
集
権
的
な
色

彩
が
濃
い
の
と
は
対
照
的
と
な
っ
て
い
る（
図

表
２
）。

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）に
お
い
て
は
、

経
済
・
通
貨
統
合
そ
の
も
の
が
、
各
国
の
主

権
を
大
い
に
尊
重
し
つ
つ
組
み
立
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ユ
ー
ロ
の
導
入
に

際
し
て
も
、
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
は
、
各
国
の

既
存
の
中
央
銀
行
構
造
を
基
盤
に
、
ユ
ー
ロ

圏
全
体
と
し
て
の
文
化
的
・
国
民
的
な
多
様

性
に
配
慮
す
る
形
で
設
立
さ
れ
た
。
各
国
に

は
、
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
前
の
段
階
で
、
そ

れ
ぞ
れ
独
特
の
金
融
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ

て
お
り
、
民
間
金
融
機
関
と
中
央
銀
行
と
の

間
で
長
年
の
取
引
の
蓄
積
が
あ
り
、
信
頼
関

係
も
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム

図表２　ユーロシステムと米国連邦準備制度の中央銀行としての機能の比較

（資料）Phillip Moutot, Alexander Jung, and Francesco Paolo Mongelli [2008]. “The Workings of the 
Eurosystem Monetary Policy Preparations and Decision- Making ‒ Selected Issues”, Occasional 
Paper Series No.79, European Central Bank, January 2008.を基に、日本総合研究所が一部の項目を
アップデートし、作成

（原資料）P. Pollard, “A Look inside Two Central Banks: The European Central Bank and the Federal 
Reserve”, Review of the Federal Reserve Bank of St. Louis, January/February 2003より抜粋

機能／中央集権化の尺度

金融政策の定義付け／実行

銀行券の発行

外国為替操作の実行

外貨準備の保有と管理

政府の財務代理人としての行動
（最後の貸し手機能を含む）

金融システムの安定の促進

銀行監督

決済システムの円滑なオペレー
ションの促進

統計情報の収集

国際金融機関への参加

ユーロシステム

ユーロシステムはＥＣＢおよび19
の各国中銀（ＮＣＢ）により構成

行う
集権的（定義付け）／分権的（実行）

行う
分権的

行う
主として分権的

行う
主として分権的

一部のＮＣＢｓによる
分権的

行う
主として分権的

一部のＮＣＢｓによる
分権的

行う
分権的

行う
分権的

行う
主として分権的

連邦準備制度

連邦準備制度は理事会および
12の連邦準備銀行により構成

行う
集権的

行う
分権的

行う（財務省の代理として）
ニューヨーク連銀が専担

行う
ニューヨーク連銀が専担

行う
ニューヨーク連銀が専担

行う
集権的

行う
主として分権的

行う
分権的

行う
集権的

行う
集権的
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は
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
か
た
ち
で
構
築
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
所
在
地
こ
そ
、
ド

イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
定
め
ら
れ
た
も

の
の
、
実
務
上
の
機
能
を
誰
が
担
う
か
と
い

う
制
度
設
計
の
面
で
は
、
米
国
の
連
邦
準

備
制
度
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
が

も
っ
ぱ
ら
果
た
し
て
い
る
よ
う
な
役
割
を
、

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
に
も
っ
ぱ
ら
担

わ
せ
る
、
と
い
っ
た
選
択
肢
が
と
ら
れ
る
こ

と
は
、
政
治
的
な
意
味
で
は
決
し
て
あ
り
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ロ
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
も
、
欧
州
中
央
銀
行
と
各
国

中
銀
の
間
に
組
織
的
な
上
下
関
係
、
な
い
し

は
主
従
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

３　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
意
思
決
定

ユ
ー
ロ
圏
へ
の
参
加
各
国
を
、
そ
し
て
各

国
中
央
銀
行
を
平
等
に
扱
う
こ
の
よ
う
な
基

本
的
な
考
え
方
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
金
融
政
策
運

図表３　ＥＣＢの金融政策運営の意思決定プロセス
ユーロシステム

ＥＣＢ
スタッフ

ＥＣＢ役員会 ＮＣＢｓ総裁

ＥＣＢ政策委員会

ＥＣＢ（調整機能）

ＮＣＢ 1
（各国中央銀行）

ＮＣＢ２

ＮＣＢ１ ＮＣＢ２ ＮＣＢ３ ＮＣＢｘ

ＮＣＢ３

…

…

ユーロシステムの委員会
（金融政策委員会、国際関係委員会、

市場操作委員会、その他）
およびワーキング・グループ、タスク・フォース

①準備ステージ

②決定ステージ

③実行ステージ

（資料）図表２前掲（資料）を基に日本総合研究所作成
（注１）委員会、ワーキング・グループ、もしくはタスク・フォース向けの準備作業
（注２）ＮＣＢメンバーはＮＣＢ総裁に報告。ＮＣＢ総裁は指針を供与
（注３）事務局により役員会に送付された手紙や文書がＮＣＢ総裁に伝達される。役員会は指針を供与
（注４）ＥＣＢスタッフによって準備された政策委員会の文書は、事務局経由で役員会に伝達。役員会は準備を先導
（注５）ＥＣＢ総裁経由で文書および報告書を伝達

注１ 注１

注２

注２

注５

注４ 注３
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営
上
の
意
思
決
定
方
式
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
金
融
政
策
運
営
の
方
針
が
決

定
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
①

準
備
ス
テ
ー
ジ
、
②
決
定
ス
テ
ー
ジ
、
③
実

行
ス
テ
ー
ジ
、
の
三
つ
の
段
階
が
存
在
す
る

（
図
表
３
）。
い
ず
れ
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て

も
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら

ず
、
各
国
中
央
銀
行
の
総
裁
お
よ
び
ス
タ
ッ

フ
が
、
検
討
や
意
思
決
定
、
政
策
の
実
行

に
深
く
関
与
す
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
際
、
各
国
中
央
銀
行
に
よ
る
関
与

の
度
合
い
も
公
平
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
段
階
ご
と
に

詳
し
く
み
て
み
よ
う 

。

ま
ず
、
①
準
備
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
員
会
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と

り
つ
つ
、
②
の
決
定
ス
テ
ー
ジ
で
の
最
終
的

な
意
思
決
定
に
役
立
て
る
べ
く
、
ユ
ー
ロ
シ

ス
テ
ム
の
全
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
技
術
的
な

意
味
で
の
準
備
作
業
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
内

容
と
し
て
は
、
ユ
ー
ロ
圏
内
外
の
金
融
・
経

済
情
勢
の
分
析
も
あ
れ
ば
、
金
融
政
策
の
各

手
段
の
効
果
等
の
検
討
、さ
ら
に
は
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
務
上
の
論
点
等
の
検
討
な
ど
、

極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
よ
う
な
作
業

や
検
討
を
行
う
に
際
し
て
は
、
ユ
ー
ロ
シ
ス

テ
ム
内
に
設
け
ら
れ
た
数
多
く
の
「
委
員
会
」

や
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」、「
タ
ス
ク
・

フ
ォ
ー
ス
」
が
機
能
を
発
揮
す
る
形
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
融
政
策
運
営
の

意
思
決
定
に
向
け
て
の
準
備
作
業
の
す
べ
て

を
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
完
結
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
各
国
中
央
銀
行
か
ら

も
等
し
く
公
平
な
形
で
、
す
べ
て
の
論
点
、

課
題
の
検
討
へ
の
参
加
を
得
て
、
貢
献
を
求

め
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
に
、
準
備
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
特
定

の
見
解
や
立
場
、
特
定
国
の
中
央
銀
行
、
も

し
く
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
自
身
の
ス
タ
ッ
フ
の
見
解
の

み
が
反
映
さ
れ
た
り
参
考
と
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
格
な
手
続
き
や
ス

キ
ー
ム
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
②
決
定
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
員
と
各
国
中
央
銀
行
総
裁
が
参

加
す
る
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、
金
融
政
策

運
営
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
る
。
ユ
ー
ロ
圏

へ
の
参
加
国
は
当
初
一
一
か
国
だ
っ
た
も
の

が
そ
の
後
年
々
増
加
し
、
現
在
で
は
一
九
か

国
に
達
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
政

策
委
員
会
の
意
思
決
定
を
公
平
、
か
つ
効
率

的
に
行
う
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
工
夫
に
つ

い
て
は
次
節
４
で
述
べ
る
。

さ
ら
に
③
の
実
行
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て

は
、
各
国
中
央
銀
行
が
さ
ら
に
緊
密
に
か
か

わ
る
こ
と
に
な
る
。
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、

例
え
ば
政
策
金
利
の
上
げ
下
げ
や
資
産
買
い

入
れ
の
実
施
、
と
い
っ
た
金
融
政
策
運
営
上

の
何
ら
か
の
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
ユ
ー
ロ

シ
ス
テ
ム
内
の
市
場
操
作
委
員
会
、
な
い
し
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は
各
国
中
銀
の
調
整
を
担
う
Ｅ
Ｃ
Ｂ
サ
ー
ビ

ス
が
、
ユ
ー
ロ
圏
の
す
べ
て
の
参
加
国
中
央

銀
行
の
金
融
調
節
を
調
整
し
た
う
え
で
、
各

国
中
銀
が
、
分
権
的
な
形
で
、
政
策
委
員
会

の
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
り
つ
つ
、
一

斉
に
政
策
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
る
。

４　

政
策
委
員
会
の
投
票
権
ロ
ー
テ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン

Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策
委
員
会
は
、
役
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
ユ
ー
ロ
圏
各
国
の
中
央
銀
行
総

裁
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
合
議
体
と
し
て
行

動
す
る
。
議
決
は
メ
ン
バ
ー
一
人
一
票
方
式

で
行
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る
中
央
銀

行
を
擁
す
る
国
の
経
済
規
模
の
大
小
に
は
一

切
関
係
は
な
く
、
一
票
は
一
票
で
、
そ
の
重

み
に
ウ
エ
ー
ト
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
冒
頭
で
述
べ
た
人
口
に
即
し
て
み
れ
ば
、

マ
ル
タ
中
央
銀
行
総
裁
も
一
票
、
そ
し
て
ド

イ
ツ
連
銀
総
裁
も
同
じ
一
票
、
で
あ
る
。
た

だ
し
、
ユ
ー
ロ
圏
へ
の
参
加
国
が
年
々
、
拡

大
す
る
な
か
で
、
政
策
委
員
会
に
お
け
る

投
票
権
の
配
分
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
が
設
け
ら

れ
、
ユ
ー
ロ
圏
の
参
加
国
が
一
九
か
国
に
達

し
た
二
〇
一
五
年
か
ら
そ
の
適
用
が
始
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル

の
な
か
で
経
済
規
模
が
一
定
程
度
、
勘
案
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、ま
ず
、役
員
会
の
メ
ン
バ
ー

（資料）図表１前掲（資料）を基に、日本総合研究所作成
（注）2013年７月のクロアチアのＥＵ加盟により、ＥＵの総加盟国数は28

か国となっているため、現時点では、政策委員会における各国中央銀
行総裁の人数の最大数は28名となる。

図表４　ユーロ圏参加国が27か国に到達した時点における、
　　　　ＥＣＢ政策委員会の３グループ・ローテーション制度

役員会メンバー

第１
グループ

第３
グループ

第２
グループ

投票権総数
21

６投票権
（常時）

４投票権
（ローテー
ション）

３投票権
（ローテー
ション）

８投票権
（ローテーション）

第１～第５
ランクの
ＮＣＢ総裁

第６ランク
以下の

ＮＣＢ総裁

ＮＣＢ総裁の
総数の半数

残りの
ＮＣＢ
総裁
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（
総
裁
、副
総
裁
、お
よ
び
そ
れ
以
外
の
理
事
四
名
）

は
、
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、
恒
常
的
に
投

票
権
を
有
す
る
。

ユ
ー
ロ
圏
参
加
各
国
の
中
央
銀
行
の
総
裁

は
、
自
国
の
経
済
規
模
に
応
じ
た
ラ
ン
ク
に

よ
り
、
二
グ
ル
ー
プ
（
ユ
ー
ロ
圏
へ
の
参
加
国

が
一
九
～
二
一
か
国
の
場
合
）、
な
い
し
は
三
グ

ル
ー
プ
（
同
二
二
か
国
以
上
と
な
っ
た
場
合
）
に

分
け
ら
れ
、
経
済
規
模
の
大
き
い
国
の
中
央

銀
行
の
総
裁
ほ
ど
、
投
票
権
を
得
る
頻
度
が

高
く
な
る
と
い
う
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る（
図

表
４
）。
各
国
の
経
済
規
模
に
応
じ
た
ラ
ン

ク
は
、
①
各
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
と

②
民
間
金
融
機
関
の
資
産
規
模
と
い
う
二
つ

の
要
素
を
、
①
対
②
が
五
対
一
と
な
る
比
率

で
組
み
合
わ
せ
た
複
合
指
標
に
基
づ
い
て
決

め
ら
れ
る
。
現
在
、
ユ
ー
ロ
圏
の
加
盟
国
は

一
九
か
国
の
た
め
、
各
国
中
銀
総
裁
は
第
一

グ
ル
ー
プ
の
五
か
国
（
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
）
と
そ
れ
以

外
の
第
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
に
は
四
投
票
権
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
た
め
、
ユ
ー
ロ
圏
経
済
の
中
心

で
あ
る
ド
イ
ツ
の
連
銀
総
裁
で
さ
え
、
政
策

委
員
会
五
回
の
う
ち
一
回
は
投
票
権
が
な
い

こ
と
に
な（

注
２
）る。
第
二
グ
ル
ー
プ
の
一
四
名
の

中
銀
総
裁
に
は
一
一
の
投
票
権
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
政
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
個

人
の
資
格
で
選
出
さ
れ
、
出
身
国
、
な
い
し

は
出
身
中
央
銀
行
の
代
表
と
し
て
行
動
す
る

の
で
は
な
く
、
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
利
益
に
即

し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
構
成
メ
ン
バ
ー
の
多
様
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
に
最
大
限
配
慮
し
た
ユ
ー

ロ
シ
ス
テ
ム
の
制
度
設
計
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
設

立
後
今
日
に
至
る
ま
で
の
実
際
の
金
融
政
策

運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
注
２
）
こ
れ
は
、
米
国
の
連
邦
準
備
制
度
に
お

い
て
、
金
融
政
策
運
営
を
決
す
る
公
開
市
場

委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
投
票
権
を
有
す
る

地
区
連
銀
総
裁
が
同
様
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
で
決
め
ら
れ
る
な
か
で
、唯
一
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
連
銀
総
裁
の
み
が
例
外
的
な
扱
い
を

受
け
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
に
お
い
て
恒
常
的
に
投
票

権
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
副

議
長
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
と

は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

５　

禍
根
を
残
し
た
九
月
の
政
策
委
員
会

し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
置

か
れ
た
局
面
に
よ
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ

の
よ
う
に
精せ

い

緻ち

に
組
み
立
て
ら
れ
た
意
思
決

定
の
枠
組
み
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
実

際
に
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
局
面
も

存
在
す
る
。

く
し
く
も
、
去
る
九
月
一
二
日
に
開
催
さ

れ
た
政
策
委
員
会
が
そ
の
例
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
折
し
も
、
米
中
貿
易
戦
争
が
激
化
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し
、
来
る
一
〇
月
末
の
英
国
の
「
合
意
無
き

離
脱
」
の
可
能
性
が
高
ま
る
な
か
で
、
Ｅ
Ｃ

Ｂ
は
こ
の
日
、
政
策
金
利
の
引
き
下
げ
や
、

昨
年
末
で
一
度
停
止
し
た
は
ず
の
資
産
買
い

入
れ
の
再
開
、
と
い
っ
た
金
融
緩
和
策
を
決

め
た
が
、
実
際
に
は
満
場
一
致
で
円
満
に
決

定
で
き
た
政
策
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

政
策
委
員
会
後
の
記
者
会
見
の
場
で
ド
ラ

ギ
総
裁
は
、
そ
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
、「
資

産
買
い
入
れ
の
再
開
」
が
も
っ
と
も
紛
糾
し
、

相
当
程
度
の
反
対
派
が
い
た
こ
と
を
認
め

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
総
裁
は
、「
結
局
、

幅
広
い
合
意
が
得
ら
れ
た
の
で
採
決
を
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
。
明
ら
か
な
多
数
が
存
在

し
た
」
と
述
べ
た
。

確
か
に
政
策
委
員
会
の
意
思
決
定
は
Ｅ
Ｃ

Ｂ
の
規
則
上
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
で
行

う
」
と
漠
然
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
と
ど

ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
精
緻
な

投
票
権
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
を
定

め
て
お
き
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
案
件

で
採
決
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
欧

州
の
現
地
で
は
波
紋
が
広
が
っ
て
い
る
。

政
策
委
員
会
に
出
席
す
る
の
は
ド
ラ
ギ

総
裁
、
デ
ギ
ン
ト
ス
副
総
裁
を
含
む
役
員
六

名
と
一
九
か
国
の
加
盟
国
中
銀
総
裁
の
合
計

二
五
名
。
今
回
決
定
さ
れ
た
資
産
買
い
入
れ

の
再
開
に
関
し
て
は
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と

も
七
名
が
反
対
に
回
り
、
う
ち
四
名
は
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
中
銀
総
裁
と
も
現
地
で
は
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
政
策
委
員
会
で
投
票
権
を
有

し
な
か
っ
た
の
は
、フ
ラ
ン
ス
、エ
ス
ト
ニ
ア
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
の
各
中
銀
総
裁
。

裏
を
返
せ
ば
、
政
策
委
員
会
の
開
会
前
か
ら
、

さ
ら
な
る
金
融
緩
和
に
対
し
て
公
然
と
、
声

高
に
反
論
を
唱
え
て
い
た
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン

ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
中
銀
総
裁
は
皆
、
今

回
は
投
票
権
を
有
し
て
い
た
。
反
対
派
の
中

に
は
役
員
も
含
ま
れ
て
い
た
模
様
だ
。
ド
イ

ツ
出
身
の
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
レ
ー
ガ
ー
理
事
は

そ
の
後
、
あ
と
二
年
以
上
の
任
期
を
残
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
月
末
で
辞
任

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
資
産
買
い

入
れ
再
開
決
定
へ
の
不
満
が
背
景
と
み
ら
れ

て
い
る
。
役
員
の
中
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

フ
ラ
ン
ス
出
身
で
金
融
市
場
や
金
融
調
節
な

ど
を
担
当
す
る
ク
ー
レ
理
事
も
、
今
回
の
決

定
の
反
対
に
回
っ
て
い
た
と
も
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
ド
ラ
ギ
総
裁
も
、
彼
ら
に
ま
で
目
前

で
反
対
票
を
投
じ
ら
れ
る
採
決
は
到
底
で
き

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

ド
ラ
ギ
総
裁
の
任
期
は
一
〇
月
末
ま
で
。

多
様
な
ユ
ー
ロ
圏
各
国
を
束
ね
て
意
思
決
定

を
し
、
一
本
の
金
融
政
策
運
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
。
政
策
委
員
会
の

こ
の
〝
亀
裂
〟
を
ど
う
修
復
す
る
か
。
後
任

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ラ
ガ
ル
ド
総
裁
の

手
腕
が
注
目
さ
れ
る
。

（
㈱
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
席
研
究
員
）


